
 

 

 
 

 

『吉崎小学校校下合同運動会』 

９月７日（日）、秋晴れの下、吉崎・浜坂両地区の体育祭も兼ねた吉崎小学校・幼稚園の合

同運動会が橋本あわら市長を始め多数の来賓の方々をお迎えして開催いたしました。 

小学生は紅組・白組で競い、コミュニティは浜坂区と吉崎地区は２つのグループに分けて競

いました。先生方や吉崎小ＰＴＡ、吉崎・浜坂体協のご協力もあり、子どもからお年寄りまで

参加できる多くの種目が実施されました。 

子供たちによる組体操や全校リレー、元気いっ

ぱいの応援合戦などもあり、子どもたちの心と体

が躍動したとても楽しい運動会でした。観客席か

らは熱い応援や笑い声が飛び交い、大変な盛り上

がりで運動場には終始歓声が響き渡りました。校

下合同運動会は、今では地域の大切なイベントと

なっています。 

子どもたちに負けないハッスルプレーで、次の

日は張り切りすぎて筋肉痛になるのも恒例ですね

～。皆さんお疲れさまでした。 
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すこやかクラブ開催（対象者：６５歳以上の市民） 

９月２４日（水）午後１時３０分～３時００分 場所：吉崎公民館 

心を一つに勝利を！ 
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９月１日（月）午後０時３０分から、あわら温泉湯のまち広場にて行われた公開生放送：Ｎ

ＨＫラジオＲ1、ＦM 「ここはふるさと旅するラジオ」に「吉崎語り部の会」を代表し田嶋館

長が出演して、国指定「吉崎御坊跡」の見どころや、観光ボランテアガイド「吉崎語り部の会」

の取り組みについて紹介，「やる気、げん気、本気」を全国に発信いたしました。 

来年春（３月１４日（土））、北陸新幹線の金沢まで開業決まりました。あわら市もそれに合

わせて、観光客の誘致など地域経済の活性化につなげようと一生懸命です。 

「蓮如の里」吉崎は、美しい自然景観にめぐまれ、いにしえより豊かな文化に彩られ歴史的

景観が形造られている「あわら市を代表する観光地」です。一人でも多くの方が訪れて下さい

ますようお待ちしています。 

 

８月２８日（木）、北陸カレッジの清泉女子大生さんが吉

崎を訪れ吉崎語り部の会の山本篤さんが吉崎御山をご案内を

しました。参加した学生さんからは、「蓮如さんの慕われて

いる様子がよく伝わりました」、「次回訪れる方もガイドさ

んのお話を伺って欲しい」との感想をいただき、改めて吉崎

語り部の会の大切さを実感しました。北陸カレッジとは北陸

三県誘客促進連携協議会とＪＲ西日本の企画で、北陸地方の

観光地にて参加大学生が地元の方々との交流を通じ様々な体

験を行い、若者の目線で旅行プランの企画提案を行い、おも

てなしの心と福井県の魅力を感じていただくプログラムです。

御山探訪。の後は蓮如上人記念館で、お香作り体験をして吉

崎を後にされました。自分の住んでいる所の素晴らしさを知る事と誇りを持つことが、観光誘

客に繋がります。こうして若い学生さんに吉崎の良さを知って頂けて良かったと思います。 

ＮＨＫ「ここはふるさと旅するラジオ」から、全国へ発信！ 

北陸カレッジ(清泉女子大)in 吉崎 
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【久恒の平和を願う！】 

 

８月２４日（日）は、毎年恒例の春日区の地

蔵盆でした。夏の風物詩でもある地蔵盆は、子

供からお年寄りまで親しまれています。子供の

守り佛として信仰され、お地蔵様に幕や提灯を

飾ったり、お供え物をして子供たちのすこやか

な成長と家内安全をお願いして祀ります。なん

とか天気ももってくれ、沢山のお供え物が並ん

だお地蔵さん前では、大勢の子供たちが集まり

ゲームをしたりお菓子を食べたりして楽しくお地蔵様と一緒に過ごしました。 

 
８月１８日（月）、吉崎では観音さんの名前

で親しまれている岩崎観音の例祭が行われま

した。岩崎区では、区民総出で観音さまと地域

の皆さんをもてなすため朝から準備をします。 

午後６時を過ぎた頃に、御山の麓の岩室に安置

されている８体の石仏の提灯に灯りが点され、

今年の天候不順の通り、天候を心配しながらの

開催となりました。夜になっても蒸し暑さが残

る中、多くの人が水上安全、家内幸福を願って

作られた観音さまに日頃の感謝を込めてお礼

を述べに来ます。一生懸命手を合わせて、子供

たちの健全なる成長を祈願する人もいます。 

昔は踊りの輪も立ち、大勢の参拝者で賑わったそうです。岩崎の観音祭りが終われば、もうす

ぐ秋です。 

 

 

８月１６日（土）、午前１０時から戦没者慰霊

祭が吉崎公民館で開かれ、遺族をはじめ関係者約

２５名が出席して、先の大戦で戦没された御霊の

ご冥福と世界の恒久平和を祈念しました。 

奉賛会会長浅田能成氏による祭文と、あわら市

遺族会、清水幸吉会長による戦没者の冥福を祈る

慰霊の言葉が述べられたあと、読経の中ご遺族の

方や参列者による焼香が行われました。 

遺族会の会員も減少し、戦争の悲惨さを伝え続

けなければならないと思うと・・高齢化の進む中、

危惧することが多くあります。しかし、戦争の悲惨さは何とか語り伝えて行かなければならな

いことであります吉崎御坊跡「吉崎御山」にある慰霊碑にも、是非お参りして頂きたいと思い

ます。 

地蔵盆 

戦没者慰霊祭 

岩崎観音例祭 
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忠恒久の平和を願う魂碑 

８月３１日（日）、春日神社秋の例祭を迎える

に当たり、区民総出で境内の清掃が行われました。 

早朝より陽射しが強い日でしたが、参加された

皆さんはべブラや竹箒を持って集まり階段や境

内を中心に落葉集めや草刈作業などに汗を流し

ました。 

皆様のご協力で、落葉や枯枝、雑草で覆われて

いた境内が見違えるぐらい綺麗に片付きました。 

参加ご協力いただいた皆さま、大変お疲れ様で

した。 

 

 

福井石川県境の塩屋沖に不審船が現れたとの通報を受け、

８月２０日（水）、あわら署や大聖寺署など両県の関係９機

関と２団体から約７０名が参加して密入国を想定した合同

沿岸警備訓練が行われました。関係機関の連携強化を目的

に行われた訓練では、県境で不審船が発見され両県の海保

の警備艇が追跡したが、複数の不審者は塩屋港に上陸して

車であわら市方面に逃走するといった想定で行われ、福井

県警のヘリが上空から逃走車を追跡し吉崎西御坊下の駐車

場で不審者２人を確保しました。両署員らは、連携・協力関係の強化を図り密入国を水際で防

ごうと訓練に取り組み警備態勢を確認しました。 

 

 

８月９日（土）、早朝の暴風雨で、岩崎区の市道２

－１２吉崎御山線で吉崎御山傾斜の樹木が崩れ落ち

て道路を塞ぎました。 

けが人など大きな被害がなかったことが幸いです。。 

近年、局所の大雨がつづいています。気象情報には十

分注意をしていきましょう。 

 

  

  

９月７日（日）、運動会開会式前に、消防団員募集

の啓発活動を行いました。消防団は、消防本部や消

防署と同様、消防組織法に基づき、それぞれの市町

村に設置される消防機関です。地域における消防防

災のリーダーとして、平常時・非常時を問わずその

地域に密着し、住民の安心と安全を守るという重要

な役割を担います。お問合せは吉崎公民館まで。 

春日神社の掃除 

合同沿岸警備訓練 

防団消員募集！ 

崩れ落ちた樹道木市を塞ぐ 
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●イソシギ：２０cm くらいの大きさで、 

上面は暗緑褐色で、下面は白く、胸側の部分 

が肩の方向に食い込んでいる。 

飛びながら「ピィーリリリ」などと鳴き、 

水生昆虫やエビ、カニ、魚などを食べる。バ 

ッタを食べているところを見たことがある。 

巣は草地に作り、留鳥で非繁殖期には、開田 

橋付近や観音川河口、弁天島などで見られる。 

シギの仲間で年中見られるのはこの種だけ 

である。飛ぶ時は、翼を小刻みに震わせて飛 

び、歩く時は腰を上下に動かす。 

イソシギは、１９６５年の米映画の題名にもなっています。年輩の方ならば、その映画音楽

はアカデミー賞受賞作品なので、一度は耳にしたとことがあると思います。私が小中学生の頃

の北潟湖は、水もきれいでしたし、護岸もなく、「汀」（みぎわ）がかなりあったように記憶し

ています。そこには、シギ類の餌である水生昆虫やゴカイやカニが一杯いました。多分、シギ

類が群舞していたのではないでしょうか。（参考：吉崎小学校は湖汀小学校という校名の時代

もありました。） 

日本野鳥の会福井県副代表 組頭五十夫 氏 

 

  

うららん遊遊人の時間（とき）の

結び！『うららん ２０１４』 

「うららん ２０１４」が、９月２

７日（土）から１０月２６日（日）

までの１ヶ月間、あわら・三国を中

心にバラエティに富んだプログラム

を用意して展開されます。 

豊かな自然と時間を遊ぶ癒しと文

化のまち「あわら・三国」で、あな

たが創める心やすらぐさまざまな大

人の時間をうららん遊人と一緒に楽

しむ地域体験型イベントです。 

地元ガイドさんの案内で歴史街道

を歩いてみる、地元で採れた素材を使った食事を楽しむ、地元の人と交流しながら地域のさま

ざまな豊かさを感じていただくなど、景色や温泉だけでなく、知っているようで知らない地域

の魅力を、３０のプログラムの中にギュット詰め込み,楽しい体験プログラムをご用意してお待

ちしております。 

地域の皆さん、旅で訪れた皆さん、ぜひ「うららん ２０１４」に参加して地域の素晴らし

さを一緒に体験していただいては・・・。何か！素敵な出会いがあるかも・・・。 

パンフレットは吉崎公民館にて設置・配布しています。 

吉崎「鳥ものがたり』（４） 

あわら・三国の楽しさいっぱい『うららん２０１４』 
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吉崎公民館あたりの地籍名を「多屋出」と称して東門があり、

本覚坊蓮光の舎弟で、伝承によれば豪男で知られた和田五郎左衛

門が番屋敷を構えて守護していた。番屋敷から経塚山の裾をとお

り入江に通ずる笹下り坂は搦手道で、「清水出」は、東門内の多屋

の人々の水源であった。 

東門を入ると近江金ヶ森の慶聞坊（敬聞坊）と鐘堂（なりかね

地籍）、それに越前志比堺の順正坊があった。正庵の谷は水源で正

庵の谷坂は搦手道である。吉崎の御山は広さ約９，０００坪、そ

の中央に足羽郡市波の本向坊が在り、西門近くには播磨空善坊・

加賀法敬坊・河内法円坊、尾張善性坊を配してあった。また南大

門は、元朝倉の家臣であった円広坊が守り、本覚坊の番所があっ

た。南大門より入江に通ずる曲りくねった小路を和田の小路、七曲がりと称していた。 

浜辺には御坊専用の着船場があり、崖ぷちには自然石で囲まれた清水の池もあった。 

北大門口参道は、町内から御山へのぼる道で、和田重兵衛が門屋敷兼道場を構え一族で守護し

ていた。現在の東別院の対面所床下にある願慶寺の元井戸は、本坊や西門附近の多屋の水源と

なっていた。 

こうして多屋坊の配置をみていくと、いざという時、同勢を集めやすい越前勢を重要地点に

配置して、東門、北大門、南大門は和田一門で固めていたことが考えられる。 

 

 

吉崎浦のカキ貝（イタボガキ科）養殖の歴史は古く、

寛永１２年のカキ場主目録によると、カキ塚数合計２

２８ヵ所、塚持５８人、外に７０余ヵ所余の塚ありと

記されていて、次のような申合せも記されている。 

           定 

今般御殿様より潟の内一円のカキ塚当浦に植付方仰

せつけられ恐れ入り奉り候。 

これによって、御上様御用あいすみ候までは、みだり

に猟行あいなし申さず候。 

御用仰せつけられ候せつは、塚持組合のうち順番に取り上げ御上納仕るべく候、尤も他村の者、

みだりに盗み居り候せつは、その者の船とりあげ申すべく候。 

よって行司方へあい伝えことわり申すべく候。                以上 

このカキ塚持目録をみると、吉崎浦、浜坂浦、北方浦、蓮ヶ浦、細呂木、鹿島などの地籍の

沖に、３００有余のカキ塚が散在してあって、持主の名と地籍の名称が記されている。 

余り数が多いのでその中の「長右衛門持塚」を、一例として記すこととする。 

長右衛門持塚 

北の塚但し十六本   一番浜坂家下沖塚但し十六本  亀岩下塚但し十六本 

神楽石下塚      乙部下塚但し十六本      細呂木川尻北塚但し十八本 

廣渡東塚但し九十四本 廣渡西中塚新塚        東乱場沖塚但し十六本 

北潟村善左衛門沖塚但し十六本 鹿島南角沖但し十六本 

【吉崎発再見 ５４】 ~カキ塚の持主と専業者の申合せ~ 

シリーズ Ｔｈｅ時代 『吉崎の変遷を辿る』 ～多屋と寺内町の繁栄
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こんにちは、吉崎駐在所の宮越通安です。 

平素は、警察行政各般にわたり多大なご理解・ご協力を賜り感謝申し上げます。 

●「高齢者を守る」特別強化月間 

高齢者が振込め詐欺や交通死亡事故の被害者となる事案が、今年６月以降急増して大変問題と

なっています。吉崎駐在所では、今月を特に「高齢者を詐欺や交通事故被害から守る特別強化

月間」とさせていただきます。 

吉崎駐在所も被害防止のため様々な対策を実施していきたいと考えていますので「いま、高

齢者の詐欺被害・死亡事故が急増している」との意識をお待ちいただき、「ご自身の身はご自

身で守る」という意識を高めていただければ幸いです。 

1 高齢者の振込め詐欺被害急増 

○ 一人暮らしの高齢者・女性に被害が集中。 

○ 「ゆうパック・レターパックで現金送れ！は詐欺！ 

○ 「電話番号が変わった」は詐欺の電話です！ 

○ 「必ずもうかる」は詐欺の電話です！ 

○ 慌てず、いったん電話を置いて家族・警察に相談を。 

○ 振込め詐欺に遭いやすい人の特徴。 

①昼間、自宅に一人でいる高齢者。 

②高齢による理解力の低下に付け込み，危機感をあおる。 

③危機意識の少ない、善良な人ほど狙われやすい。 

④一度被害に遭っている人は、再度狙われる傾向があります。 

※「おかしい」と感じたら、迷わず、あわら警察署へご連絡を（７３－０１１０） 

2 高齢者の交通死亡事故被害急増 

○薄暮時（特に夕方の暗くなりかけの時間帯）に発生が集中。 

○交通死亡で亡くなる方の６０％が６５歳以上の高齢者。 

○高齢運転者が高齢者をはねる交通事故も、近年急増しています。 

○運転する時はスピードを控えめにして、携帯電話の使用は絶対に止めましょう。 

○高齢者の方は、できるだけ反射材を身につけて外出しましょう。 

 

 

「雲外に蒼天あり」という。暗雲の外に出れば、蒼穹（あおぞ

ら）は広く、あたたかい。雲は、さまざまな障害や悩みの意。困

難を乗り越え、努力して克服すれば、快い青空が望めるという意

味。絶望してはいけないという激励のことば。苦難は、生活の不

自然さ、心のゆがみの映った危険信号です。 

これがはっきりわかれば、もう苦難を恐れきらうことがなくな

る。いや、よろこんで苦難に立ち向う。にっこり笑ってこれに取

りくむ。そして苦難の原因になっている生活のあやまり、心の不

自然さを取り去ると、かつ然として幸福の天地が開けて来る。苦

難の黒幕がひらかれた時、その奥には、明るい幸福の舞台が用意

されているのである。 

『駐在さん、だぁ～い好き！』 －その２６－ 

【今月のことば】  雲 外 蒼 天  （うんがいそうてん） 
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吉崎公民館だより 

Yoshizaki Kouminkan 
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【ふるさとクロスワード】 

＊答えの解った方は、公民館まで連絡して下さ

い。正解者には、年度末に素敵な賞品が当たる

抽選券を差し上げます。（〆切は 10 月 8 日） 

先月号の回答は、「イシカワ（石川）」で、Ｃの

「金沢」でした。 

 

パズルの中の A からＤの４文字を並び替え

て組み合わせ、ある都市名にして下さい。そ

の年にある観光地は、下の３つのうちのどれ

でしょうか。 

( Ａ；兼六園、Ｂ；金閣寺、Ｃ；スカイツリー ) 

【たてのヒント】 

① ；関西地方の反対語は？ 

⑥ ；ＴＢＳ系の大ヒット時代劇「○○黄門」は江戸

時代のお話です。  

⑦ ；寒いこと。寒さ。 

⑧ ；放射性物質などを扱う危険作業を、人間の手に

代わって遠隔操作で行う装置。 

⑩ ；地球の衛星。 

⑪ ；蓮如さんの布教が広まったのは、「御文（御文章）」

と呼ばれる広報活動と、「○○」と呼ばれる仏典な

どを講義する法会の活動です。今でいうサークル

活動で、楽しみの少なかった時代には、貴重な集

まりとなっていました。 

⑫ ；９月は「長月」。１０月は「○○月」。 

⑭ ；しかけのある器具。からくり。英語でマシン。 

⑯ ；死後のために、財産のために残す手紙や文書の

事。 

⑱ ；脳の血管がつまったり、破れたりして、その先

の細胞に栄養が届かなくなって、細胞が死んでし

まう病気。日本の死因のベスト 3 に入っています。

皆さん、気を付けましょう！ 

【よこのヒント】 

① ；蓮如さんのご詠歌で、吉崎を退去されるときに

読まれた句です。「夜もすがら たたくふなばた

吉崎の○○山ぞ恋しき」。 

② ；あわら市の特産品。「○○金時」 

③ ；富裕な人。分限者。 

④ ；「社長、この書類は何処にしまいますか？」「も

ちろん、重要書類だから書類の○○へ。」 

⑤ ；グラウンドの事。今年も吉崎小学校の運動会が、

晴天に恵まれ、○○で行われました。皆さんご協

力ありがとうございました。 

⑨ ；適当な機会。ちょうどよい時。ころあい。 

⑫ ；浄土宗の○○は法然上人です。親鸞聖人は法然

の弟子になります。浄土真宗の宗祖が親鸞聖人で

す。 

⑬ ；北海道や沖縄から見て、本州を指して言った言

葉は？ 

⑮ ；「売る」の反対語。 

⑰ ：ことわざで、「○○に交われば赤くなる」は、

人は交わる友によって善悪いずれにも感化され

るという意味です。 

９月２５日（木）午後１時３０分より 

あわら市プロモーションビデオ上映会：吉崎公民館 

１０月９日（木）運転者講習会 午後７時より：浜坂区民館 

１０月２２日（水）運転者講習会 午後７時より：吉崎公民館 

『うららん２０１４』開催 

９月２７日（土）～１０月２６日（日） 



Yoshizaki Kouminkan 
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